
【
７
月
】

３
日
（
月
）
草
津
で
高
一
男
子
、
自
宅
マ

ン
シ
ョ
ン
屋
上
か
ら
飛
び
降
り
死

亡
。

６
日
（
木
）
県
教
委
、
野
洲
養
護
学
校
の

寄
宿
舎
を
存
続
さ
せ
る
考
え
を
表

明
。

６
日
（
木
）
東
近
江
署
は
県
立
学
校
男
性

教
諭
を
、
生
徒
の
個
人
情
報
記
載

の
書
類
を
公
園
に
捨
て
た
と
す
る

廃
棄
物
処
理
法
違
反
と
、
わ
い
せ

つ
電
磁
的
記
録
媒
体
陳
列
の
疑
い

で
書
類
送
検
。
10
日
に
も
同
校
の

別
の
男
性
教
諭
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
援

助
交
際
を
募
る
虚
偽
の
投
稿
を
し

た
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
。

６
日
（
木
）
「
２
０
１
７
滋
賀
み
ん
け
ん

市
民
講
座
」
は
じ
ま
る
。

12
日
（
水
）
16
年
度
卒
業
の
県
内
高
校
生

が
就
職
試
験
に
臨
ん
だ
県
内
外
８

５
４
社
の
う
ち
、
４
・
３
％
に
あ

た
る
37
社
で
家
族
構
成
や
住
所
・

愛
読
書
な
ど
を
問
う
不
適
正
質
問

が
あ
っ
た
（
県
教
委
調
査
）
。
前

年
度
よ
り
28
社
減
（
36
件
減
）
。

20
日
（
木
）
旧
彦
根
西
高
で
「
校
舎
の
お

別
れ
式
」
。
先
立
っ
て
彦
根
翔
西

館
高
校
で
創
立
１
３
０
周
年
記
念

式
典
。

21
日
（
金
）
児
童
・
生
徒
の
減
少
が
進
む

大
津
市
の
葛
川
小
・
中
が
来
年
度

か
ら
「
小
規
模
特
認
校
」
と
な
り
、

市
内
全
域
か
ら
の
通
学
を
受
け
入

れ
る
。
「
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、

み
ん
な
が
主
人
公
に
な
れ
る
」
教

育
を
目
標
に
。

24
日
（
月
）
県
立
学
校
い
じ
め
問
題
調
査

委
、
本
年
度
初
会
合
。
基
本
方
針

に
対
し
「
具
体
的
手
順
に
欠
け
る
」

な
ど
の
厳
し
い
意
見
。

25
日
（
火
）
第
２
回
県
総
合
教
育
会
議
。

「
学
び
の
接
続
」
に
つ
い
て
、
中

高
一
貫
校
や
私
学
が
報
告
。

25
日
（
火
）
11
年
10
月
に
大
津
市
立
中
２

年
の
男
子
生
徒
が
自
殺
し
た
の
は

い
じ
め
が
原
因
だ
と
し
て
、
遺
族

が
元
同
級
生
ら
に
損
害
賠
償
を
求

め
る
訴
訟
の
口
頭
弁
論
（
大
津
地

裁
）
。

26
日
（
水
）
学
校
現
場
の
長
時
間
労
働
解

消
に
向
け
「
働
き
方
改
革
推
進
会

議
」
意
見
交
換
。

30
日
（
日
）
高
教
組
教
研
（
近
江
八
幡
）

31
日
（
月
）
東
近
江
市
立
の
幼
稚
園
保
育

教
諭
、
強
制
わ
い
せ
つ
の
罪
で
起

訴
、
懲
戒
免
職
へ
。

【
８
月
】

３
日
（
木
）
甲
賀
市
、
保
育
士
や
幼
稚
園

教
諭
志
望
者
対
象
に
最
長
１
カ
月

間
の
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
を
始
め
る
。

県
内
初
。

３
日
（
木
）
県
、
17
年
度
学
校
基
本
調
査

結
果
（
速
報
）
発
表
。
小
中
高
在

学
者
総
数
は
19
万
３
９
５
２
人

（
６
７
１
人
減
）
で
、
小
学
校
・
中

学
校
と
も
に
減
少
傾
向
。
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
は
11
増
の
63

園
と
大
幅
に
増
え
た
。
中
卒
者
進

学
率
は
99
・
１
％
（
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
上
昇
）
で
過
去
最
高
、
高
卒

者
進
学
率
は
55
・
９
（
０
・
９
ポ

イ
ン
ト
上
昇
）
で
と
も
に
全
国
値

を
上
回
っ
た
。

４
日
（
金
）
県
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
、
本
年
度
初
会
合
。
「
県
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
」
改
正
案
を

報
告
。

４
日
（
金
）
大
津
市
民
病
院
付
属
看
護
専

門
学
校
、
来
年
度
の
新
入
生
募
集

を
停
止
。
14
年
度
以
降
定
員
割
れ
。

５
日
（
土
）
子
ど
も
食
堂
16
市
町
73
か
所

に
（
７
月
末
時
点
）
。
人
口
比
で

全
国
最
多
。

６
日
（
日
）
講
演
と
シ
ン
ポ
「
原
発
の
な

い
社
会
へ
」
（
米
原
）

28
日
（
月
）
県
教
委
、
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
県
内
結
果
を
公
表
。
公
立
学
校

だ
け
で
３
２
７
校
が
参
加
。
小
中

学
校
と
も
に
４
年
連
続
で
全
国
平

均
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

・
あ
る
県
内
の
小
学
校
で
は
、
校
長

の
指
示
で
低
学
力
の
児
童
３
人
を

別
室
受
験
さ
せ
、
答
案
用
紙
は
送

付
し
な
か
っ
た
。

29
日
（
火
）
知
事
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

学
校
別
や
市
町
別
の
結
果
公
表
は

「
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
見
解
。

29
日
（
火
）
教
職
員
の
超
過
勤
務
の
縮
減

に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

会
合
。
部
活
動
の
見
直
し
が
進
ん

で
い
な
い
実
態
が
浮
上
。
（
丹
部
）

「
来
年
度
か
ら
高
校
で
の
通
級

指
導
が
始
ま
る
」
と
聞
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て

川
村
先
生
に
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

問
題
を
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ず
い
ぶ
ん
議
論
の
余
地
が
あ

り
そ
う
で
す
。
民
研
会
員
内
外
の

み
な
さ
ん
、
10
月
14
日
（
土
）
の

オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー
は
こ
の
こ
と

が
テ
ー
マ
で
す
。
是
非
、
ご
参
加

を
！

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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学
校
現
場
を
離
れ
て
、
も
と
も
と
関
心

の
あ
っ
た
福
祉
・
介
護
の
勉
強
を
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
介
護
初
任
者
研
修
を
受

け
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
取
り
ま
し
た
。
研
修

で
発
達
心
理
学
者
エ
リ
ク
ソ
ン
が
老
年
期

を
「
人
生
の
集
大
成
、
自
己
の
統
合
期
」

と
位
置
付
け
「
老
い
」
を
心
身
機
能
の
退

化
も
あ
る
が
精
神
的
円
熟
味
、
判
断
力
や

人
間
関
係
で
は
生
涯
の
『
黄
金
期
』
で
も

あ
る
・
・
・
と
教
わ
り
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
は
黄
金
期
な
ん
や
！
と
大
い
に
刺
激
を

受
け
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
ま
わ
り
の
勧
め

や
助
言
も
あ
り
、
二
種
免
許
取
得
を
し
て

国
交
省
の
認
可
を
受
け
２
年
半
前
に
介
護

タ
ク
シ
ー
事
業
所
の
立
ち
上
げ
を
す
る
こ

と
に
。

介
護
タ
ク
シ
ー
は
ほ
と
ん
ど
車
椅
子
で

の
乗
車
な
の
で
、
大
抵
は
介
護
す
る
家
族

さ
ん
か
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
同
乗
さ
れ
ま
す
。

糖
尿
病
で
片
足
切
断
の
方
、
抗
が
ん
剤
治

療
で
通
院
さ
れ
る
方
、
脳
梗
塞
で
リ
ハ
ビ

リ
に
通
わ
れ
る
方
、
緩
和
病
棟
に
転
院
さ

れ
る
方
、
老
老
介
護
で
疲
れ
果
て
て
お
ら

れ
る
ご
家
族
さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ド
ラ
マ

の
よ
う
な
人
生
を
垣
間
見
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
な
が
ら
自

身
の
介
護
体
験
も
交
え
、
苦
労
話
や
弱
音

や
本
音
そ
し
て
愚
痴
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、

老
い
る
こ
と
の
意
味
、
人
の
生
き
ざ
ま
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
話

に
胸
が
詰
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か

『
黄
金
期
』
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
も
の

で
す
。
病
院
か
ら
は
退
院
を
迫
ら
れ
、
希

望
す
る
施
設
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

見
つ
か
っ
て
も
月
々
高
額
の
負
担
が
の
し

か
か
る
。
親
に
長
生
き
し
て
ほ
し
け
れ
ど
、

な
く
な
る
の
は
貯
金
が
先
か
寿
命
が
先
か

…
と
笑
え
な
い
話
も
珍
し
く
は
な
い
の
で

す
。
政
府
は
財
政
削
減
の
た
め
、
在
宅
介

護
を
す
す
め
ま
す
が
そ
の
現
実
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
食
事
・
排
泄
・
入
浴
等
、

家
族
や
介
護
者
の
毎
日
の
苦
労
は
大
変
で

す
。介

護
タ
ク
シ
ー
と
し
て
ご
自
宅
に
お
迎

え
に
行
き
、
ベ
ッ
ド
の
傍
ま
で
車
椅
子
を

持
っ
て
行
き
移
乗
し
ま
す
。
時
に
は
車
椅

子
が
使
え
ず
利
用
者
を
背
負
っ
て
長
い
階

段
を
お
り
、
数
日
腰
が
痛
む
こ
と
も
。
で

も
、
車
椅
子
の
ま
ま
で
乗
れ
て
、
ま
た
介

助
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
家
族
さ
ん
か
ら
「
本
当
に
助
か
り
ま
す
」

「
今
井
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
安
心
し
ま
す
」
・
・
・

そ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
思
わ

ず
頭
が
下
が
り
、
元
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
ら
い
ま
す
。
時
に
は
、
海
津
大
崎
ま
で

出
か
け
見
事
な
桜
を
一
緒
に
楽
し
ま
せ
て

頂
い
た
り
、
90
才
を
過
ぎ
て
も
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
元
気
い
っ
ぱ
い
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ま
達
と

出
会
い
、
健
康
長
寿
の
秘
訣
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

街
角
で
介
護
タ
ク
シ
ー
を
見
か
け
ら
れ

た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
思
い
を
は
せ

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
で
す
。

（
い
ま
い

ひ
さ
し
）
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滋

賀

の

教

育

動

向

2017年

７月
８月

一
期
一
会
の
介
護
タ
ク
シ
ー

つ
ば
さ
介
護
タ
ク
シ
ー

今
井

寿

・一期一会の介護タクシー

／今井 寿 …P1

・試論：憲法・立憲主義を二つの流れ

を対比して考える（みんけん市民講

座の報告）

／山上 修 …P2,3

・私が思う不登校事情

／宮本 陽子 …P4,5

・インクルーシブ教育を高等学校から

／川村 和人 …P6,7

・滋賀の教育動向 7・8月 …P8
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